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ネコギギ、一矢佃｜｜水系と豊川水系での憾のとりくみ－
指定区分：国指定天然記念物

（昭和52年7月 2 日指定）

員数、指定面積：種指定（地域を定めず）

所 在 地 ：愛知県、 岐阜県、三重県

所有者： －

管理者：

保護活用にかかる事業費 ： －

補助金：

偏差・整備の幸陪書 ： 一

条例・規則 ： ネコギギ（写真提供 ： 国交省設楽夕、ム工事事務所）

概要、指定理由 ： ネコギギはナマズ日ギギ科の淡水魚で、ある。昭和32 (1957）年、三重県宮川産の標本

に基づいて新種として発表され、当初ギギモドキと命名された。愛知県から三重県に至る伊勢湾及び三

河湾に注ぐ河川の中上流域にのみ生息し、同属の種は朝鮮半島のウサギギギしか知られていないため、分

類学上・生物地理学上貴重な種である。水質汚染のほか、河川改修やダム事業等により生息場所である河

岸・河床部の空隙がなくなり、生息数が激減したため、昭和52年（1977）に国の天然記念物に指定された。

環境省及び県のレッドデータブックでも、近い将来における野生での絶滅の危険性が高い種である絶滅

危倶IB類と位置付けられており、種の保護とともにその生息環境も保全する必要がある。

本種はナマズ型のずんぐりとした体型で、体色は黄褐色、全体に暗褐色の斑紋がある。体長はlOcm前

後（最大でも 15cm程度）で、メスよりもオスが大型になる。網などですくい上げると「ギューギューJ

と音を出すことが、標準和名の由来とされている。主に河川中上流域における喋質河床の平瀬から淵で、

ある程度の深さを持つ流れの穏やかな水域を好み、植物の根や茎に覆われた川岸、岩の割れ目、浮き石や

巨喋・大岩の問、植物の根や茎の聞などの空隙がある場所に棲んでいる。典型的な夜行性で、水温が15℃

を超える時期（ 5 ～ 9 月）を中心に、夜間、活発な索餌遊泳を行う。繁殖期は 6 ～ 7 月頃であり 、 繁殖場

所は疎開や石積み護岸の空隙で、繁殖期になるとオスは縄張りを持って他のオスへ攻撃行動をとる。オ

スは2 歳で成熟し繁殖が可能だが、普通は体が大きくなる 3 歳以上で繁殖に参加するとみられる。総産

卵数は800～1400 粒程度であり、受精から約 3 日で僻化する。解化直後の稚魚、の全長は約 5mm であり、

オスが稚魚、の保護行動をとる。

ネコギギが生息する場所はゲンジボタル、アユ、カジカガエルなども生息する自然豊かな場所であり、

天然記念物や希少種としてばかりでなく 、 美しい清流を象徴する魚として重要な種である。

保護の方法 ：

( 1 ）碧南市海浜水族館の取り組み

生息状況調査：碧南市海浜水族館・碧南市青少年海の科学館では、平成 3 年（1991）以降、矢作川におけ

る魚類相調査を実施してきた。平成 6 年（1994）に矢作川水系乙川で一般市民によりネコギギが採補さ

れ、当水族館に持ち込まれたことを契機に平成 7 年（1995）から継続的に個体採捕を伴う生息状況調査

が実施されている。これにより、同水系におけるネコギギの生息・分布場所及び個体数変動の情報が得ら

れ、ネコギギの生息、場所の環境特性が明らかになるとともに、今後の保護のための貴重な基礎資料が蓄積

されている。

飼育・繁殖実験 ：平成 6 年（1994）からネコギギの種の保存を目的に、飼育、繁殖活動が続けられてきた。

平成13年（2001）には、ホルモン剤注入による産卵誘発によらない、自然産卵による繁殖に日本で初めて
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成功している。 近年では平成20年（2008）に繁殖に成功し、 30個体以上の飼育個体が維持されている。

今後も現在の飼育個体を利用し、種の保存が継続的に行われる予定である。

(2）国土交通省の取り組み

現在、国交省により豊川における設楽ダムの建設が予定されている。ダム建設工事および完成後の運

用により、ネコギギの生息環境が影響を受けることが予測されるため、設楽ダム工事事務所では、豊川水

系におけるネコギギと生息環境の保全措置に取り組んで、いる。 しかし、本種の保全手法については未だ

不明な点が多いため、設楽ダム魚類検討会（ネコギギ等希少魚類に係る環境保全措置等低減策の検討に

ついて指導、助言及びその実施状況の監視を行う）等を通じて専門家の指導、助言を得ながら、検討が続

けられている。

生息状況モニタリング調査：平成 7 年（1995） から、事業による環境影響事前評価のため、豊川水系に

おけるネコギギの生息状況調査が開始された。 特に平成11年度（1999）以降、 ネコギギの生息する淵に

おいて生息個体数の変動を含めた各淵の状態を評価するために、個体数推定調査及び簡易環境観測が継

続して実施されている。

飼育・繁殖実験：設楽ダム関連事業では、平成19年（2007）に愛知県水産試験場内水面漁業研究所三河

一宮指導所で野外採集個体による人工繁殖に成功したO その後も実験は継続され、増殖した個体は同指

導所、豊川市赤塚山公園ぎょぎょランド、国交省中部地方整備局豊川防災セ ンターで飼育中であり 、野外

放流実験や公開展示に利用されている。

野外放流実験：環境保全措置のーっとして、現在はネコギギが生息していない場所を生息地として回復

させることが計画されている。 このため、豊川の野外実験淵にネコギギを放流し定着することができる

か（世代の更新が可能か）を確認する野外放流実験が実施されている。 これによ り生息適地の評価をよ

り確実な ものにする ことができる。豊川水系のネコギギは個体数が少ないため、人工繁殖実験により得

られた個体を放流し、モニタリング調査が継続されている。

人工水路による隠れ家実験：ネコギギの普段（昼間）の隠れ家となる空隙としてどのような河岸・河床

構造を好まれるか明らかにするため、人工水路を使用した隠れ家実験が実施されている。 とくに河川の

護岸脇等に設置する ことを前提として石積み形式を採用し、組み合わせる石の形状やサイズ、組み合わせ

方等が検討され、情報が蓄積されている。

豊川上流域工事環境情報会議：設楽ダム工事事務所により、平成22年（2010）から豊川上流域における

ネコギギをはじめとした貴重種等の生息状況や保全対策等の情報共有を図るために、県建設部等関係機

関が参加する会議が立ち上げられ、円滑な調整に向けて協議が進められている。

活用普及事業：碧南海浜水族館では、ネコギギ、ウシモツゴを始めする淡水産希少魚類が飼育展示され

ている他、矢作川水系に生息する魚類や希少種について一般に解説する教育普及講座が実施されている。

また設楽ダム事業で飼育されている個体も、赤塚山公園ぎょぎょランド等適切な公開施設において展示

公開されている。 また国交省設楽ダム工事事務所ではパンフレ ッ ト 「ネコギギの保全」を作成している

他、イン ターネット上でも ネコギギ情報を提供し、普及啓発に取り組んでいる。

課 題：本県では、上記事例の他、河川事業等に際し開発部局側が保護法道守のため生息状況調

査、保全対策等に取り組んだ事例は多々あるが、保護部局が主体的にネコギギ及びその生息環境の保全・

活用に取り組んだ事例は今のところないと言わざるを得ない。 隣県の三重県においては、県教育委員会

が主体となって全県的な生息状況調査が実施された上、ネコギギの保護管理指針が策定されてお り、開発

側との円滑な調整にも指針が寄与している。本県においても保護の体制を順次充実させていくととも に、

普及啓発に努め、地域住民との協働による積極的な保全・活用が図られる状況を目指す必要がある。



イタセンパラ一日進市と木曽川水系での保護のとりくみ－
指定区分：国指定天然記念物

（昭和49年6月 25 目指定）

員数、指定面積 ：種指定（地域を定めず）

所 在 地：富山県 ・岐阜県・愛知県・大阪府

所有者：

管理者： －

探護活用にかかる事業費 ：－

補助金：

イ霜霊・整備の報告書 ： －

愛知県教育委員会1979 『国指定天然記念物イタセ

ンパラ生息状況調査報告J

イタセン／＇＼ラ

（写真提供：愛知県名古屋東部E陵工事事務所）

建設省中部地方建設局木曽川上流工事事務所1979 r木曾川のイタセンパラ』

日進市教育委員会2009 『平成18～20年度 国指定天然記念物イタセンパラ保護護事業報告書』

条例・規則： 一

概要、指定理由 ： イタセンパラはコイ科タナゴ亜科に属する日本固有の純淡水魚である。主な生息地は、

大阪府（淀川水系）、愛知県・岐阜県（木曽川水系）、富山県（氷見市周辺）で、高度成長期の急激な環境悪

化により生息数が激減し、絶滅が危倶されたため、昭和49年（1974）に国の天然記念物に指定され、法に

よる保護を受けることになった。また、平成7年（1995）には、「絶滅のおそれのある野生動植物の種の

保存に関する法律（種の保存法）」による国内希少野生動植物種に指定されている。その後、環境省及び

県のレッドデータブックでは、絶滅危倶 I A 類（ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて

高いもの）に位置付けられている。

体長lOcmになる大型のタナゴ類で、体は薄くて体高が高く、本種を表す尾張・美濃地方の方言が標準和

名の由来とされている。河川のワンドや池沼 ．水路等、流れがなしミか援やかで

生息するO 寿命は1～2年で、 9月～11月頃に繁殖する。他のタナゴ類同様、イシガイ等の二枚貝に産卵す

る。稚魚は約1週間でふ化し、貝の中で越冬し、翌年4～5月に貝から泳出する。繁殖に必要な二枚貝も成

長過程でヨシノボリ等の魚類に寄生するため、イタセンパラの保全を図るには、本種のみならず二枚貝や

その宿主魚類との共生を含めた生息環境の復元と保全が必要である。

保護の方法：

( 1 ）日進市のイタセンパラ

生息の確認：平成8年（1996）、市内の天白川水系で、生息が確認され、新聞報道等で一般に知られるよう

になった。県の調査（平成9 ・ 10年）で、主な生息繁殖地が確認され、そこから逸脱した個体が下流河川で

捕獲されたと判断された。なお、本市のイタセンパラは放流個体である可能性が指摘されている。

保護施策の策定 ： 「天然記念物イタセンパラ保護連絡会（平成11 ・ 12年度） J により、市への提言（危険

分散、地域の保護団体設立、普及啓発活動、保護増殖の推進）が行われた。「日進市イタセンパラ保護連絡

協議会（平成13 ・ 14年度）」では個体数激減への対応が緊急課題となり、保護池の設置が決定された。以

後も「日進市イタセンパラ保護会議（平成17～20年度）」で検討が続けられたが、平成20年（2008）を最

後に会議は終了し、以後市教委による経過観察が続けられている。

生息環境悪化と個体数の減少 ：重要生息地の生息環境悪化は、水質悪化や底質の泥化、ヨシ ・ ガマの繁

茂、外来種の増加が原因とみられる。対策が試みられたが効果は得られず、平成14年（2002）調査では延
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べ確認個体数が稚魚、6個体と激減した。 平成15年（2003) 5月に母貝ごと保護池への移植が試みられたが、

泳出した稚魚2個体を最後にイタセンパラは確認されていない。

保護増殖の取り組み：平成14年、建設省の事業で保護池が築造されたが成果があがらず、母貝培養池で

二枚員の増殖が続けられた。 また、県で捕獲された個体が碧南海浜水族館に搬入され、一時は100個体を

超えたため施設内で保護増殖が試みられたが、現在では消失した。

民間の保護事業：民間の保護団体として、地域住民を主体とした愛護会が結成され、保護池の管理を行

うなど市の調査・保護事業に協力活動が行われた。

今後の展望：現在も二枚貝やタナゴ類の生息がみられる地域があり、経過観察が続けられている。 今後

も行政と住民の協働による環境の保全、保護池の管理、意識啓発への取り組みが期待される。

(2）木曽川水系のイタセンパラ

近年の生息状況：平成6年 （1994）に建設省の河川水辺の国勢調査（魚類）で生息が確認されてから、

公的機関による調査がくり返されたにも関わらず、 10年以上にわたってイタセンパラの生息が確認され

なかった。 平成19年（2007） に学術調査で生息が再確認され、平成20年に実施された国交省や愛知県の

調査で生息が確認された他、同年の河川水辺の国勢調査で、も生息が確認されている。

生息環境の保全再生：木曽川中流域では、河岸の樹林化等環境の悪化、外来魚増加の影響が懸念されて

いる。 国交省では魚員類の生息状況調査とともに、 ワ ン ド及び周辺の物理環境調査を行い、生息繁殖環境

の再生保全等の方策について検討している。 平成21 ・ 22年度には、愛知県側の一部のワン ドで、底質改善

のための波諜、樹林の伐採、イタセンパラ及び二枚貝の一時捕獲・避難及び外来魚駆除の取り組みが実施

され、専門家と関係機関による検討会で検証が続けられている。

イタセンパラの公開保護：密猟対策のため、希少種・天然記念物の生息情報は原則非公開とされてきた

が、インタ ーネッ ト等で民間に情報が出回っているのが実情である。平成22年 （2010）、 愛知県警による

密猟摘発を契機に、密漁対策、普及啓発等を目的とする「イ タセンパラ保護協議会 （事務局 ：環境省 ・国交

省）」が組織された。 同協議会では、より積極的な保全・活用のため公開保護を試みる ことで関係者が合

意した。 実践的取り組みとして、平成22年4月に関係機関による合同パ トロールを、 5月には一般参加 （小

中学生を含む）の勉強会と合同パト ロールを木曽川河川敷で実施した。

生息域外保全の試み ： 「生物や遺伝資源を自然の生息地の外におき、場合によ っては人間の管理下にお

いて保全すること」を生息域外保全（以下、域外保全）とよぶ。平成8年、国により 「イタセ ンパラ保護

増殖事業計画」 が策定され、淀川水系及び氷見市で域外保全が実施された。 平成19年に木曽川水系で生

息が再確認されると、濃尾平野個体群に対する早急な実施が必要と なった。 平成21年（2008）、環境省に

より 「イタセンパラ生息域外保全検討会」が組織され、飼育繁殖手法及び体制整備、種の保存、野生復帰

を目的に検討が開始された。 平成22年には、岐車県世界淡水魚水族館 「アクア・トト ぎふ」を実施機関 と

して、飼育繁殖及び精子の凍結保存等の取り組みが開始された。

活用普及事業：かつて生息が知られていた地域では、地元住民にイタセンパラの存在が記憶されてい

るが、若い世代や子ども達にはほとんど意識がないのが実情である。 先述のイ タセンパラ保護協議会で

は、合同パ トロールに際し、 「国の天然記念物イタセンパラを守ろう」と題する普及啓発用チラシを作

成し、木曽川河川敷を往来する人々に配布した。 また、小中学生を含む一般参加による合同パ ト ロールに

際し、勉強会を開催するとともに、 ロビー展示を実施して、普及啓発に取り組んだ。

課 題： イタセンパラ及びその生息環境の保全について、行政の立場で主導的な役割を担って

いるのが環境省（中部地方環境事務所）及び国交省（木曽川上流河川事務所）であ り、新聞報道等では

地方公共団体の関わり方が追従的であるとの指摘もある。 地方公共団体や地域住民が主体的に保護活動

に参画できるように保護部局として取り組むこ とが必要である。
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ニホンカモシカの業務において難ぶしい日こと t£、通報ゐあった個体が本当にニホンカモシカであるのか
どうかの見極めである。昨年度、豊由市稲示地r区（旧稲武町）でニホンカモシカの死体発見の通報があっ

ぬ

た。片道約1時間半をかけて現地に向かい、帽子本を確認すると二ホンカモシカではなく、ニホンジカであっ
た。このように、発見者もその個体がニホンキモシカかどうか分からずに「ニホンカモシカの死体を発

見した」と通報する例が年間数件ある。誤報は、時間と業務のロスにつながるため、今後取り組もうと
していることがある。それは合併町村地区の各支所と連携しだニホンカモシカ業務である。合併町村地

区でニホンカモシカが発見された場合、該当地区の支所職員に現場確認を依頼する。支所職員は、死体の
写真撮影を行い、そのデータを文化財課へ送信し、文化財課職員がそのデ」タを確認するQ l こうすること
で、ニホンカモシカかその他の動物であ

るかを確認した上で現地へ向かうことが

でき、ロスをなくすことができる。

これまで、ニホンカモシカの主な業務
について紹介してきたG 入間と野生t動｛
物の住む世界がますます近づいていく中

ぬ

で、今後様々なケースでニホンカモシρカ

と関わっていくことになると息われる。

市民や関係課と協力して、より正確にそ

してより迅速に業務を行っていきたい。

（井上直己 ：豊田市教育委員会〉
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三河地震による地割れ

三河地震による地割れ （部分）

指定区分：市指定天然記念物（昭和51年11月 25日指定）

員数、指定面積： 910ぱ

所 在 地：蒲郡市一色町西山92-1他

所 有 者：宗教法人宗徳寺

管 理 者：蒲郡市

保護活用にかかる事業費：毎年 91,000円

保護活動実施期間：通年

補助金： －

請負業者、委託団体：市内造園業者

事業報告書： －

条例 ・ 規則 ： 一

公 開状況： 自由

交 通 手段：名鉄三河鹿島駅から徒歩40分、見学者駐車場有

連 絡 先：干443-0035 蒲郡市栄町10番22号

蒲郡市博物館電話：0533-68-1881

蒲郡市



概要、指定理由 ：

昭和20年 1 月 13日午前3時38分頃、三河湾東北部を震源とするマグニチュー ド6.8の三河地震によって

生じた地割れである。この地震では、隆起・沈降、場所によっては横ズレも伴った著しい地形の変化がみ

られた。 この地割れは、深溝断層に沿って生じたもので、地震の凄さをよくとどめている。 形原地区にお

ける断層上で、の隆起は1.5mにもなり、甚大な被害は主に断層線周辺でもたらされた。

この地震の災害状況は、約 1 ヶ月前の熊野灘を震央とする東南海地震と同様に、戦時下の情報統制によ

り極秘扱いとされた。 蒲郡の死者は、形原町・西浦町に集中し、 237名にのぼった。 発生時刻が、あいにく

真冬の未明時であり、ほとんどの人が熟睡していたので、激しい家屋の倒壊によって就寝中に圧死した人

が多かった。

深溝断層は、三河湾内の中央構造線から北へ延び、幸田町深溝で約90度西へ曲がり、三ヶ根山を迂回す

る形で延びている。 深溝断層の活動周期は、最近の調査（平成10年、（財）電力中央研究所）で、数万年

単位の長いものであることが分かってきたが、場所によっては、三河地震が起きる約4000年前の活動が推

定される部分もあり、比較的短い周期で活動を起こす可能性も否定できない。

ここ宗徳寺本堂裏の地割れは、当時の様相をそのまま残しているもので、昭和51年11月 25 日 、市の天然

記念物に指定された。指定時の延長は41mで、あった。

保護の方法：昨今の防災意識の高まりから見学者が多く訪れるようになり、寺院や近隣住民に迷惑がかか

るようになってきたため、「三河地震による地割れ」保存整備事業を実施した。 当該地も宗徳寺と使用

貸借契約を結び、管理を市で行うように した。

平成10年度見学者駐車場整備（224rrl)

平成12年度第 l 期工事：階段工

平成13年度 第 2 期工事：擁壁工、擬木フェ ンス工、客土吹付工

平成14年度 第 3 期工事：擬木テラス工、説明板（ 2 基）、道路案内板（県道沿い 2 基）、地割れ復元工 （埋

没土砂の掘り出し）

活用、普及事業： 一

課 題：上方が墓地になっており、そこからの土砂が地割れに流入して埋没気味になるめ、随時

掘り出しが必要となっている。

園田国三河地震による地割れ 館協理深溝断層

「三河地震による地割れ」整備平面図
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三河地震による地震断層
指定区分：県指定天然記念物（昭和50年12月 26日指定）

員数、指定面積： l,806rrl

所 在 地：幸田町大字深溝字小井文字

所 有 者：幸田町

管 理 者：幸田町

保護活用にかかる事業費 ： 122,472円 （単年度）

保護活動実施期間：通年

補助金： 一

委託団体： －

備霊・整備の報告書：

条例・規則： －

公開状況：随時見学可能

交通手段： J R三ヶ根駅下車、徒歩20分。 駐車場有。

連 絡 先：〒444-0192 幸田町大字菱池字元林 1 -1 

幸田町教育委員会生涯学習課電話：0564-63-5141

概要、指定理由 ：

幸田町

昭和20年 1 月 13日に起きた三河地震によ って形成された地震断層。 この地震断層は三河湾内から蒲郡

市形原を通り幸田町深溝まで達する深溝断層と、吉良町宮迫から を西尾市志龍谷にかけての横須賀断層

からなる。三河地震は直下型の地震であり、この地震によ って断層の西～南側が最大で約 lm水平移動

し、垂直方向約l.5m隆起した。 地震による被害は地盤が動いた西～南側に集中している。

地元の小学校に残る日誌には東京大学名誉教授津屋弘達氏など地震研究者が現地を訪れ調査をしたこ

とが克明に記録されており、三河地震研究の貴重な調査資料として位置づけられていたことがわかる。

なお、深溝断層は学術名であるが、これは津屋によ って名づけられたものである。 これらの学術的な背景

を踏まえ、また地震の記憶を後世に伝えていくためという教育上の意義も あり指定となった。

保護の方法：年に 1 回、草刈りや周辺の木々の伐採をおこない、指定範囲内が荒れないように注意を

している。

活用、普友事業：

現地には説明の看板と、隆起の状況が分かるように変位柱を設置し、見学者に備えている。 また郷土資

料館において三河地震コーナーを設置し、地震そのものを知ってもらい、改めて現地に脚を運んでもらえ

るように対応している。

課題：

現地が山あいにあるため、常には人の目が届かない。 それも あ り現地の変化に素早い対応をすること

が難しい。 断層そのものがいたずらされることはないが、駐車場に停ま った人々がゴミを断層内に廃棄

する状況がたびたび見られる三河地震の断層ということもあ り 、全国的な知名度はあるようだが、いま

ひとつ活かしきれていないのが実情である。

専門委員会と職員体制：専門委員なし

現在の管理体制：年に数回現地の草刈り などを実施し、状況に変化がないよう にしている。
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深溝断層の様子

断層に生きる希少植物 モウセンゴケ

127 



128 

高師小僧
指定 区 分：県指定天然記念物（昭和32年10月 4 目指定、平成12年11月 21 日追加指定）

員数、指定面積： 165rri+ 350rri 

所 在 地：豊橋市西幸町字浜池330

所 有 者：豊橋市

管 理 者 ：豊橋市

保護活舟にかかる事業費：浜池公園屋外展示施設等整備

3,000,000円

とよはし高師小僧フェスタ

1,073,450円

保護活動実施期間：－

補助金：一

委託団体：一

保護・整備の報告書：一

条例・規則： 一

公開状況：随時見学可能

高師小僧

豊橋市

交 通 手 段：市立高師台中学校敷地内は見学不可。浜池公園は豊橋駅より豊鉄パス天伯団地線

「サイエンスコア」下車、徒歩 5 分。近隣に駐車場有り。

連 絡 先：〒440-0801 豊橋市今橋町 3 -1 

豊橋市美術博物館電話：0532-51-2879

概要、指定理由 ：

高師小僧とは、地下水に溶けた鉄分が地中の植物の根や茎のまわりに水酸化鉄として付着した褐鉄鉱

の管状・樹枝状のかたまりである。豊橋市南部に位置する高師原台地周辺の渥美層群中から豊富に産出

され、その形から江戸時代より地元では「高師小僧」の名で呼ばれていた。明治28年（1895）に、鉱物学

者の小藤文次郎によってその名が提唱され、一般名称として広く呼ばれるようになった。

同様な鉱物が産出される北海道名寄市と滋賀県日野町では、昭和10年代に国天然記念物の指定を受け

ている。しかし名前の発祥地である豊橋市では、昭和32年に顕彰的な意図のもと、わずか165ぱが県天然

記念物に指定されたにすぎない。さらに旧指定地に隣接して先端技術企業団地であるサイエンスコアが

造成される際に、用地内の一角にある浜池公園内の一部350rriが平成12年に追加指定された。

現在は標識地として、高師台中学校校庭と浜池公園の一部が指定されているにすぎないが、高師小僧の

実際の産出範囲はさらに西・南方の野依地区や植田地区、老津地区など広域に及んでいる。

保護の方法：

旧指定地は中学校の校庭内に柵で固まれた状態で保存され、そこだけは造成を免れて旧地形が保存さ

れている。一方浜池公園の追加指定地は、公園の余剰地を利用したもので旧地形は留めていない。ここ

では断面に高師小僧が露出するなど、実際の産出状況をその日で見ることができる。なお、高師小僧の表

面採集は特段制限していない。

活用、普及事業 ：

浜池公園の造成に際して、豊橋市役所工業勤労課が豊橋市自然史博物館の協力を得て、高師小僧を含む

士層はぎ取りの屋外展示施設、ならびに説明表示板を設置した。展示施設は、樹脂強化した士層のはぎ取

り断面をアクリル展示ケースに収めて屋外展示したもので、旧指定地に自由に出入りできない代わりに、



高師小僧の産出状態を断面で観察できる分かりやすいものである。

また平成18年度には、市民の高師小僧への関心をうながすことを目的に、豊橋市自然史博物館が「とよ

はし高師小僧フェスタ」を開催した。 市民向けのシンポジウムをはじめ、高師小僧を使用した「たたら

製鉄法」による製鉄実験、市民が採集した高師小僧を同館に出品・展示する「高師小僧コンテスト」、高師

小僧の露出地を小学生と学芸員が探索する「高師小僧調査隊」など、さまざまな視点から高師小僧を取

り上げたイベントが催され、事業の最後には報告書も刊行された。

課題：

広域に産出する鉱物であるため、特別な保護措置を必要としない一方で、農業用地等による造成工事に

よって旧地形が失われていく現状がある。 「高師小僧」の名称の発祥地として、国昇格指定を含む広域保

護をはかることが望ましい。

高師台中学校校庭の指定地

浜池公園の指定地

屋外展示施設 「とよはし高師小僧フ工スタ」報告書
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中央構造線長篠露頭
指定区分：市指定天然記念物（平成19年 4 月 23目指定）

員数、指定面積： 109rri'

所有者：個人

管 理 者：新城市

保護活用にかかる事業費：平成20年度 497,000円

保護活動実施期間：平成20年度に遊歩道の整備や見学用テラスの設置

補助金：－

請負団体・業者：地元業者

備董・整備の幸陪書： －

条例・規則：

公開状況：常時、見学可

交通手段：豊JI II.Cより国道151号を北上し、車で40分

連 絡 先：干441-1392 新城市字東入船 6 -1 

新城市教育委員会文化課 電話：0536目237655 

新城市

概要、指定理由：中央構造線の外帯の三波川変成帯の結晶片岩の上に、内帝の領家変成帯の花同岩源圧

砕岩が衝上し覆いかぶさっている様子の分かる、中央構造線の観察に非常に適した場

所である

保護の方法：－

活用普友事業：鳳来寺山自然科学博物館で見学会等を実施

課 題：活用方法を検討する必要がある。

近景 （上半部 〔白色〕：内帯、下部 〔黒色〕：外帯）



煮え淵及び預り測のポットホール
指定区分：県指定天然記念物（昭和63年11月 11 目指定）

員数、指定面積 ： 2 か所

所 在 地：東栄町大字下回字川角及び東薗目字アセモ立地内

所 有 者：東栄町

管 理 者 ：東栄町

保護活用にかかる事業費 ：

保護活動実施期間 ： －

補助金： 一

委託団体： －

備董・整備の幸陪書 ：

条例・規則：一

公開状況：特に規制なし

交 通 手段：JR飯田線東栄駅下車 町営パス利用常磐橋下車徒歩 5 分

連 絡 先：〒449-0214 東栄町大字本郷字大森 1

東栄町教育委員会社会教育係電話：0536-7 6-1266 

東栄町

概要、指定理由 ： ポットホールとは河川浸食による地形の一種で、岩盤の窪みに入った石が水流によっ

て回転し、長い年月の聞に次第に円形の穴に拡大して生じたものである。

約 1 億年前に生成された花両岩の岩盤上の節理や弱線に浸食作用が加わって生成され

たもので、しかも生成の古いものから新しいものまで多数のポットホールを有してお

り、その過程の記録をよくとどめており、地質学的あるいは地形学的にも貴重なもので

ある 。

保護の方法：町により吊り橋などが設置されると共に、清掃・除草など指定地周囲を定期的に管理・

保護している 。

活用普及事業： －

課 題：景勝の存在価値を広く P Rする手段を検討中。

ポットホールの近景
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．臥・

? 飼育さきれる天然記念r物

2 四尾の地金一県指定天然記念物：「人工調色1，：：ヵ1~］予あがる唯λの金魚ー
「地金j とはもともとムその地方巧、独自に改良された金魚、のことをいう。「四尾の越金j の名は、他地域、
固有の金魚と区別するために付町られた？もので、が愛知県内で、はI地金」といえばと旬ここの金魚を指し
ている。

四尾の地金の特徴はよ ” ド：,,, ' .¥ 

①後ろから見た場合、蝶が羽根を広げた立すeな優美香尾ひれ ；（孔雀尾’むいう） え持つ五 a ‘
②白地に胸、腹、背、カジJ尾の各「ひれ」と口元、実質＇ $1，（五らぶた〉 だけが赤の特殊な文様構成
が代表的である。純白な体色と鮮やかな赤、そしそ孔雀尾が優l美な姿を演出すぎ独特の金魚で、一度そ
の姿を自にすれば強い印象を受けることだろう J
ところで、地金の独特の文様構成比自然発色ーはなく、人工調世によるものセ、ある 。 その方法は、色変

わりしはじめた稚魚の鱗や皮をヘグや小指の爪などを引使っ＼で素早；て はま取るとい lう、金魚、にとっては過
酷な方法である。はぎ取つた部分：」にこは色がのら：ず、 f変』5美しい白色を呈？する·？ 当然稚魚は弱るので迅速
に仕上げなければならないカ宝iその反面、飼育者に lま繊細な作業が求！的られるこtと tこなる。余談になるが、
筆者は高校生のころに調色イ主業を．実見じ，たこと栂あり i岬
させる必要があつた。 1週間から i6' i日間ほどT色が落ち着‘く ど！のことだ、っ た。
その姿形ばかりでなく、調色法や飼育法を合め’て、三河J尾張地方で伝統的に生み出されてきた金魚、で

協いきん五、 か

ある。三河地方では舎魚愛好者（「愛錦司 （金）家」ともいう） の団体があり、盛んに品評会が開催されて
いる。 まさに地域を特色づ、ける文化遺産といァても過言ではないだろう。

3 蓑曳鶏一国指定天然記念物：後継署不足へゐ悩み－ aお
蓑曳鶏は、江戸時代の中ごろに三河地方の愛鶏家によって生み出された観賞用の和鶏である。 中国産

の小国鶏とタイ産いの軍鶏（シャモ） ， の交配種と考えられてきたが、近年の遺伝解析によって東南アジア
系の可能性が指摘されている。 「蓑毛」と呼ばれる長さ5ocmほどの尾羽が特徴で、ふさふさとした尾羽
を引きずりながら優美に歩く姿が人々に愛され、昭和is年（1940）、 に国の天然記念物に指定された。 体

形は小型の軍鶏に近く、羽の色によ って 5 種実に分けられているo' ' ＂＇作
かつては三河と遠江地方在中心に愛好され、一時は三河地方だけでも.1500羽が飼育されて川た。 l しか
し近年、遠江地方ではほとんど見られなくなり、三

河地方でも飼育数は激減している。専用の鶏舎の ザ
設置や病気予防のための特殊な餌なよ、飼育に芋
聞がかかるためとしyミわれ、先ごろ後継者減に悩む

豊橋市在住の愛鶏家の記事が新聞に掲載された

（中日新聞東三河版平成22年6月 1 日記事 「優美
な地鶏を絶やさぬように 蓑曳鶏育てて」） 。 飼育
の中心地だった東三河地方で払現在は 2入の愛＂＇

鶏家によって30羽ほどが飼育されているにすぎな

しミ。

（岩原剛：豊橋市教育委員会）
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愛知県教育委員会をはじ
め、国土交通省など関係機
関と調整して保護活動を
実施

自牽寺3 

春の花見に利用される作成中国・一宮市 ｜愛知県国一宮市
木曽川堤 （サクラ）
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※江南市と共通

瀬戸市
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瀬戸市

国

市

市

瀬戸市

瀬戸市

石樋

目鼻石

5 
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看板設置、毎年「内津文化
財祭J を開催

。庭園管理と樹木の萌定内々神社内々神社春日井市 ｜県7 1171 内々神社庭園

管理計画は、保存管理計画

には該当しない

文化財であるサヲラへの

愛着や郷土の歴史への
理解を深める目的で、平
成2 1 年度に、地元小学生
に桜の樹穫等を記したプ
レートを作成してもらい、
取付けを行なった

看板設置

看板設置

今後有識者を交えて江南

市における「木曽川堤（サ
ワラ） J の保存管理計画を
策定する予定である

特になし

。

名勝木曽川の管理計画に基
づく現状変更許可

愛知県教育委員会が管理マ
ニュアJレを作成、平成20·

21 年度に天然記念物保護

普及啓発事業を実施。 江南 lo
市では、平成21 年度緊急雇
用創出事業にて勢定作業を
行った

国－市・個
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人等
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国

国
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江南市

木曽川

木曽川堤（サクラ）
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諏訪神社

大仏寺

諏訪神社

大仏寺

市

市

万葉の歌碑 ｜東海市

緊楽園大仏及び境内地｜東海市

10 

11 

名勝天然記念物
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。天然記念物一覧表尾張

~彊｜圃圃圏直圃園｜開園圃｜ 融・｜ 植・物・｜ ・・｜ ・i・~置盟｜ 国・｜ 蜘・・｜ ・｜・蛸拡物・1·冨軍国i E盟国｜ ・醐語置・｜ 支設・柱置・1樹圃木匡 ｜園四墨田｜ ・｜・醐・｜・その他聞｜ 朝団圏

単木
並木 自問

週地 自生地 その他 生息地 その｛也
イ呆誼

その他
・社集 群落 団体

1 名古昼埴のカヤ 名古屋市 国 。 名古屋市 名古屋市 。 。 。

2 オガタマノキ 名古屋市 市 。 個人 個人 。

3 宝珠践のイヌナン 名古屋市 市 。 宝珠院 宝珠院 。

4 大乃住神社のボダイジュ 名古屋市 市 。
大乃伎神社事 大乃性神社奉

。

賀会 賢会

5 村上祉のクスノキ 名古屋甫 T行 。 八帽社 八幡位 。

6 木笹川！I （サクフ） 一宮市 国 。 国一宮市 量知県 。 。

7 起の大イチョウ 宮市 県 。 大明樽社 大明神社

8 起のヤマガキ ー宮市 県 。 大明神社 大明神社

9 河鑓のドウダン書写 宮市 市 。 個人 個人

10 起のイブキ 一宮市 市 。 個人 個人

11 起宿披本陣のイブキ 一宮市 市 。 個人 個人

12 鞘江のイチョウ 宮市 市 。 踊江神社 鞘江神社

13 酉萩原のクロガネモチ ー富市 市 。 神明神社 神明神社

14 地蔵寺町イチイガシ 一富市 市 。 地蔵寺 地蔵寺 。

15 玉野のシフカシ 宮市 市 。 八錨神社 八剣神社

16 光願寺のコウヤマキ 富市 市 。 光願寺 光朗寺

17 出先のムクノキ 一宮市 市 。 神明社 神明ネ士

18 法惜寺のタブノキ 一宮市 市 。 法fii寺 法｛書寺

19 右富田クロガネモチ 一宮市 市 。 神明社 神明社

20 島村のクロガネモチ 宮市 市 。 個人 個人

21 長曹寺のカイズカイブキ 一宮市 市 。 長苦寺 長昔寺 。

22 長醤寺のシダレザクフ 一宮市 市 。 長曹三寺 長茸寺 。

23 三位のイチョウ 富市 市 。 埋治神社 堪治神社

24 玉野のクロガネモチ群 宮市 市 。 八掴神社 八銅神社

25 加納馬場町ムクロジ 一宮市 市 。 日吉社 目吉社 。

26 野見神社のスダジイ 宮下村 市 。 野見神社 野見神社 。

27 百五械のエノキ 一宮市 市 。 神明社 神明社

28 苅安置のムクノキ 一宮市 T恒 。 個人 恒人

29 東埠弁のトチノキ 一宮市 T行 。 情人 個人 。

3C 小寒神社社簿 ←宮市 市 。 小塞神社 小塞神社

31 重吉のケヤキ 宮市 市 。 個人 個人

32 塵園寺のカイズカイプキ 一宮市 市 。 局経圃寺 慶国寺 。

33 常保寺町イチョウ 一宮市 市 。 常保寺 常幌寺 。

34 九日市場のシャシャンポ 一宮市 市 。 白山社 白山社

35 帥奥王寺のスダジイ ー宮市 市 。 帥興寺 砂奥寺 。

36 彊，争寺のクスノキ 一富市 布 。 蓮浄寺 彊浄寺 。

37 宅美神社のヒトYバタゴ 一宮市 市 。 宅美神社 宅美神社 。

38 あずらのクスノキ 一宮市 市 。 個人 由人 。

39 萩原揖地のサイカチ 宮市 市 。 一富市 一富市 。

40 長雷寺のヤマガキ 宮市 市 。 長茸寺 長昔寺 。

41 106 オオサンショウウオ
瀬戸市

国
。 。 。 。

犬山市 種指定 （瀬戸） （瀬戸） （瀬戸）

42 マ1"fタフヨウ 淘戸市 市 。 三社大明神社 三社大明神社 。

43 52 マメナシ 瀬戸市 市 。 調戸市 瀬戸市 。 。

44 イブキ 半田市 県 。 摂取院 領E院 。 。

45 ムクノキ 半田市 市 。 湯島社天王絹 津島杜天王檎 。

46 ソァツ 半田市 ？有 。 常福院 常措院 。

47 クロマツ 半田市 市 。 白山神1± 白山神社 。

48 103 策水池のシデコブン自生地 春日井甫 市 。 春日井市 春日井市 。 。 。 。

49 下新田のフジ 津島市 県 。 個人 個人 。 。

50 津島神社のイチョウ 津島市 県 。 津島神社 津島神社 。 。

51 港島神社のホル トノキ 津島市 市 。 津島神社 津島神社 。 。

52 カジノキ群落 津島市 布 。 津島市 津島市 。 。

53 宮川町のエノキ 津島市 市 。
県立津島高等 県立津島高等 。 。

学校 学絞

54 伊臣家のホルトノキ 湾島市 市 。 個人 個人 。

55 
津島の遭明輔のギンプナ（エ

津島市 市 。
ベツサマ）

56 95 ヒトツパタゴ自生地 犬山市 国 。 個人 犬山甫 。 。 。 。
＂＇与

57 67 多賀神社の社調書 常滑市 県 。 多賀神社 多賀神社 。 。

58 常滑市大野町田イブキ 常滑市 県 。 個人 個人 。

59 イブキ 常滑市 市 。 大著院 大著院 。

60 防風林 常滑市 市 。 常沼市 領戸匡 。

61 ク口マツ｛しゃちほこ） 常，骨市 市 。 多屋区 多屋区 。

62 大野町のイブキ （北） 常，骨市 市 。 個人 個人 。

63 大野町のイチョウ 常滑市 市 。 個人 個人 。

64 高甜寺のツバキ 常滑市 市 。 晶蹴寺 高諸事学 。

65 臨 江商市 市 。 前野天満宇土 前野寛鵡社 。

66 紅縄 江南市 市 。 個人 個人 。 。

67 いちいがし 江南市 市 。 （布袋）八剣社 （布袋）八餅土 。 。

68 いちょう 江南甫 市 。 （島宮）八耕土 （島宮）八鮒土 。

69 むく 江南市 布 。 豊陀畢寺 豊陀躍寺 。

70 あべま き 江南市 市 。 伊賀々原神社 伊賀々原神祉 。

71 ぽだいじゅ 江南市 市 。 天神社 天神社 。

72 むくろじ 江南市 市 。 稲木神社 柏木神社 。

73 いすのき 江商甫 市 。 大明神社 大明抑社 。

74 あおはだ 江南市 市 。 大明神社 大明神社 。

75 くろがねもち 江南市 布 。 高屋御社 高屋神社 。

76 もっこ〈 江南市 布 。 貫通社 王道社 。

77 櫨岸縦 江南市 市 。 量陀羅寺 豊陀羅寺 。 。 。

78 44 彼岸桜 江南市 市 。 久昌寺 江南甫 。 。

79 熊野神社の五枚岩 小牧市 県 。 館野神社 熊野神社 。

80 岩崎，音i車亭の陵 小牧市 県 。 個人 個人

81 日吉神社のクスノキ 小牧市 市 。 宇都宮神社 宇都宮神社 。 。

8> 小牧小学校校底的クロマツ 小牧市 市 。 小牧市（小牧 小牧市（小牧 。 。 。 。

小学校） 小学校）

83 多気＋二柱神社のンイノキ 小牧市 市 。 ＋ニ柱神社 十二位神社 。 。 。

※データは平成21 年度末時点のもの
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単木
並木 自然

温地 自生地 その他 生息地 その他
保諮

そ刷也
ネ土鍍 群落 団体

84 97 大草のマメナシ自生地 小牧市 市 。 小牧市 小牧市 。 。 。 。 。

85 貴船神社のアベマキ 小牧市 T行 。 八幡社 八幡社 。

86 高野馨健樹 稲沢市 市 。 大線南区 大塚南区 。 。

87 担杏 手raR市 干行 。 個人 個人 。 。

88 ムクロジ 稲沢市 T行 。 性海寺 性海寺普 。

89 イブキ 稲沢市 市 。 牲海寺 性海寺 。

90 ムケノキ 稲沢市 市 。
八幡社

神社菅理者 。 。
（大理北）

91 サザンカ 稲沢市 市 。 個人 個人 。 。

92 シイノキ 稲沢市 市 。 八~11'士 神社管理者 。 。

93 イブキ 稲沢市 市 。 善帽寺 善福寺 。 。

94 ムク ノ キ 稲沢市 市 。 個人 個人 。 。

95 サツキ 平正上沢市 ？行 。 恒人 個人 。 。 。

96 クロマツ 稲沢市 T行 。 大松保存会 大4剖呆存会 。 。 。

97 シイノキ 福沢市 市 。 塩江神社 神社管理者 。 。

98 イチイガン 稲沢市 市 。 個人 個人 。 。

99 クロガネモチ 稲沢市 市 。 主ノ宮神社 神社管理者 。 。 。

100 モミジ 稲ト沢市 市 。 咽人 冊人 。 。

101 モッコク 稲沢市 市 。 神明社 神社管理者 。 。

1口2 オオムフサキ 稲沢市 市 。 大福寺 大福寺 。 。

102 ムク ノキ 稲沢市 市 。 下津小学桂 下津小学校 。 。

1口4 祐草草寺イチョウ 稲沢市 市 。 拍専寺 祐草寺 。 。

1 口5 金兵衛イチョウ 稲沢市 市 。 恒人 個人 。 。

1口6 栄河童イチョウ 稲沢市 市 。 イ固人 個人 。 。

107 イ ブキ 稲沢市 市 。 咽人 個人 。 。

1日 8 ヒトツ 1<7 コ 稲i尺市 市 。
中柚皇大明神

神社菅理者 。 。
キ士

109 シイノキの群生 稲沢市 市 。 布智神社 神社管理者 。 。 。

110 ナギ 稲沢市 市 。 経蔵寺 経蔵寺 。 。

111 クスノキ 稲沢市 市 。 八幡社（東減） 神社菅理者 。 。

112 つぶらしい 東海市 市 。 観福寺 観福寺 。 。

113 大様 東海市 市 。 大宮神社 大宮神社 。 。 。

114 大様 東海市 市 。 観音寺 観音寺 。 。

115 マ メ ナシ（イヌナシ） 知多市 市 。 稲荷神社 稲荷神社 。 。 。

116 マメナシ 尾張旭市 市 。 尾張旭市 尾張旭市 。

117 アイナシ 尾張旭市 市 。 尾張旭市 尾張旭市 。

118 吉賀池適地 尾揖旭市 市 。 尾揖旭市 尾張旭市 。

119 89 豊明のナガパノイシモチソウ 豊明子行 県 。 盛明市 豊明市 。 。 。

120 82 大狭間適地 豊明市 T有 。 個人 豊明市 。

121 121 イタ センl Tラ 日進市他 圃
。

。
イ果務池

。
極指定 設置

122 36 臥龍の松 回選市 市 。 静仙寺 妙曲等 。 。 。 。 。

123 99 立田赤蓮根 量西市 T行 。 霊西市 畳匹前 。

124 東保八崎牡クロマツ 霊西市 甫 。 東保八幡社 東保町 。 。

125 
西枇杷島小学校校匿のク口

清Z頁下村 下行 。
涜彊市教育婁 西枇杷島小学

ガネ モチ 員会 校

126 伊吹木
北名古屋

市 。 松林寺 松林寺 。

市

127 彊苦
北名古屋

市 。 松林寺 松林寺 。

市

128 亀甲竹林
北名古屋

市 。 松林寺 松林寺 。
T行

129 クロマツ
1t名古屋

市 。 長岳院 長岳院 。

市

130 Yブラシイ
1t名古屋

市 。 高田寺自治会 高田寺自治会 。
市

131 とうかえで
北名古屋

市 。 西春中学校 西春中学校 。

下村

132 菩提樹
北名古屋

市 。 西春中学校 西春中学校 。
T有

133 葉師寺の大楠 弥富市 市 。 薬師寺 楽師寺 。 。

134 39 おみよし松 弥富市 市 。 弥富市 弥富市 。 。 。 。

135 一つお宮の松 弥富市 市 。 東揖区 東担区 。 。

136 森津町麗 弥富市 市 。 弥富市 弥富市 。 。 。 。

137 蓮義寺のカヤの木 あま市 県 。 蓮華寺 蓮華寺 。 。

138 下茸津のフジ あま市 県 。 f国人 あま市 。 。

139 七宝町のフ カ ンマキ あま市 県 。 八幡神社 八幡神社 。 。 。 。

140 クロネガモチ 東蝿町 町 。 個人 由人 。 。

141 アベヌキ 束期町 町 。 個人 個人 。 。

142 いちい樫 豊山町 町 。 個人 個人 。 。

143 楠 豊山町 町 。 千松寺 平松寺 。

144 マメナシ 大口町 町 。 天神社 天神社 。

145 山柿 大口町 町 。 小口神社 小口神社 。

146 山茶花 大口町 町 。 個人 個人

147 イ口ハモミ ジ 扶桑町 町 。 個人 個人 。

148 山郡神社のケヤキ 扶桑町 町 。 山郡神社 山那神社 。

149 54 須成龍照院イチョ ウ 聾江町 町 。 龍開院 龍開院 。 。 。 。

150 チ号入中部神明社イチョウ 置江町 町 。 舟入中部神明社 舟入中部神明社 。 。 。

151 楠 （ 2 本） 阿久比町 町 。 宮津熱自社 地元区長 。 。

152 83 板山葛根温地 岡久比町
来指

。 個人 阿久比町 。 。
宜

15" 極楽寺の楠 東浦町 町 。 極楽寺 極楽寺 。

154 イ衰え智神社大楠の森 東浦町 町 。 伊久智神社 伊久智神社 。

150 地蔵院のイブキ 東浦町 町 。 伝宗院 地蔵院

156 羽g神社の社叢 南知多町 国 。 羽豆神社 羽E神社 。 。

157 110 絹の山ウ繁殖地 美浜町 国 。 美浜町 美浜町 。 。

158 間奈志神社のホルトノキ 美浜町 県 。 同事志神社 阿奈志神社 。 。

159 73 壱町田湿地植物群落 武豊町 県 。 武豊町 武豊町 。 。 。

160 48 白山社のクロガネモチ 武豊町 県 。 白山社 白山社 。 。 。 。

161 クス ノ キ群 武豊町 町 。 八幡社 八幡社 。

162 ウバメガシ 武豊町 !!lJ 。 教福寺 教福寺 。

※テ一歩は平成2 1 年度末時点のもの
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。天然記念物一覧表三河

植物 動物
地質 看板 支柱 樹木匡 回裡 環境

その｛也
鉱物 設量 設置 等昔会断 作業 整備

単木
並木 自出

湿地 自生地 その他 生息地 そ¢イ也
保護

そ¢他
社務 群落 団体

石巻山石庇岩地植物群落 豊橋市 国 。 石巻神社 石巻神社 。

2 お葉っきイチョウ 豊橋市 県 。 飽璃院 磁調院 。 。

3 128 高師小僧 豊橋市 県 。 豊橋市 豊橋市ほか 。 。 。

4 69 望室毛温原 豊橋市 県 。 豊橋市 豊橋市 。 。 。 。

5 玉泉寺のナギ 豊橋市 市 。 主泉寺 王泉寺 。

6 春日神社のマキ 豊橋市 市 。 春日神社 春日神社 。 。 。 。 。

7 普門寺の大スギ 豊橋市 市 。 普門寺 普門寺 。 。 。 。

8 長楽のヒノキ 豊橋市 市 。 長楽寺 長楽寺 。 。

9 93 
ナガパノイシモチジウ自生

豊橋市 T信 。 豊橋市 豊橋市 。 。 。 。
t世

10 45 野依八幡杜のシダレザクフ 重量橋市 市 。 野依八幡社 野依八幡杜 。 。 。 。 。

11 112 岡崎ゲノジボタル発生地 岡崎市 国 。
霊知県岡崎 霊知県岡崎

。 。
布 市

12 寺野の大クス 岡崎市 県 。 寺野楽師堂 宅宇野楽師堂 。 。

13 切山田大スギ 岡暗市 県 。 皇太神社 皇太枠社 。 。

14 
ごばん山第三三紀末波蝕巨蝶

岡崎甫 市 。 個人等 個人等
群

15 聖善寺のしだれ庁出 岡崎市 千台 。 聖善寺 聖蕃寺 。 。

16 白山神社の大くす 岡崎市 下行 。 白山神社 白山林＋土 。 。

17 士昌偉墨の松 岡崎市 F行 。 。 岡崎市 岡崎市 。 。 。 。 。

18 法蕨寺の揖 岡崎市 市 。 法蔵寺 法蕨寺 。

19 藤Illのまつ並木 岡崎市 T行 。 岡崎市 岡崎市 。 。 。

2r. 42 奥山田のしだれ柑 岡崎市 市 。
奥山図のしだ 奥山図のしだ

。 。 。 。
れ修唱存会 れ桜保存会

21 石神のちょうせんがや 間崎市 市 。 幅人 個人等 。

2? 大樹寺のしい 岡崎市 市 。 大樹寺 大樹寺 。 。

23 50 五万石ふじ 岡崎市 市 。 岡輔市 間崎市 。 。

24 見返りの大スギ 岡崎市 市 。 王恩寺 天思寺 。

25 草山の大スギ 岡崎市 市 。 諏訪神社 諏訪神社 。

26 牛乗山第三紀末世蝕巨撰若手 岡崎市 市 。 楽師寺 楽師寺 。

27 瓶井神社の大ケヤキ 岡時市 市 。 盟井神社 甑弁神社 。

28 才票のイチイガン 岡崎市 市 。 白髭神社 白髭神ネ土 。

29 才栗のムクノキ 岡崎市 市 。 個人 個人 。

3n 調淵索差鳴神社社葺 岡崎市 市 。
調淵素壷鳴神 調淵素壷鳴神

。

ネ土 社

31 法龍寺のイヌマキ 岡崎市 市 。 法龍寺 法薗寺 。

32 浄光寺のイチョウ 岡崎市 市 。 浄光寺 浄光寺 。

33 切越の夫婦ヒノキ 岡崎市 市 。 調佐之男社 須佐立男社 。

34 矛原沢神明富社叢 岡崎市 市 。 個人 個人 。

35 
山中八曙宮のヒメハルゼミ

悶階市 ？行 。 山中八幡宮 山中八幡宮 。
生息地

3E ゲンジポヲ Jレ 岡崎市 市 。
霊知県 。岡崎 霊知県岡崎

。 。
市 市

37 瑞童寺クロガネモチ 岡崎市 T行 。 瑞雲寺 瑞雲寺 。

38 山中八幡宮のクスノキ 岡崎市 市 。 山中八幡宮 山中八幡宮 。

39 浄光寺のハマポウ 同断市 市 。 ，争光寺 浄光寺 。

40 51 とよとみ梨 岡崎甫 市 。 由人 個人 。 。 。 。 。

41 
キンノウヱトタテグモ生息

岡崎市 7右 。 岡崎市 岡崎市 。
会也

42 牛久保のナギ 豊川崎 国 。
熊野神社（下 熊野神社（下

。
長山町） 長山町）

43 58 御油のマツ並木 豊川市 国 。 霊知県他 豊川市 。 。 。 。 。 。 。

44 40 宝円寺のシダレザクフ 豊川 ｜市 県 。 宝円寺 宝円寺 。 。 。 。

45 
i~鹿神社奥宮（本宮山）の

豊川市 県 。 砥鹿神社 砥麗神社 0 
投書

46 砥鹿神社のケヤキ 豊川市 県 。 砥鹿神社 砥鹿神社 。 。 。 。

47 王林寺のクス 豊川市 市 。 王林寺 玉林寺 。

48 観音寺手の大クス 豊川市 市 。 観音寺 観音寺 。

49 熊野神社のフジ 豊川市 市 。
熊野神社（脚 熊野神社（梱

。

津町金野） 津町金野｝

50 
富路山コ7プフツツジ自生

豊川市 市 。 豊川市 豊川市 。

t也

51 杉森八幡社のクスノキ 豊川市 市 。 杉森八幡社 杉森八幡社 。

52 普イ主寺のヤマモモ 豊川市 市 。 善住寺 善佳寺 。 。

53 西日月寺のモッコケ 豊川市 市 。 西明寺 西明寺 。

54 帯川のホタ ！＇ 豊川市 市 。 大木区 大木匡 。

55 正法寺のワビスケ 豊川市 市 。 正法寺 正法寺 。

5R E法寺のイヌマキ 盤J II市 下村 。 正法寺 正法寺 。

57 畏福寺のヤマザクフ 豊川市 市 。 長福寺 長福寺 。 。

58 関川神社のクスノキ 豊川市 下行 。 関川神社 関川 ｜神社 。

59 カシワ 豊川市 市 。 偶人 個人 。

60 江島神社のクスノキ 豊川市 子行 。 江島神社 江島神社 。

61 服輯神社のツガ 豊川市 市 。 服描縛社 掘輯符松 。

62 
官士神社のミツパツツジ自

重量川市 市 。 富士神社他 冨士神社他 。

生地

63 広幡神社のヤマモモ 豊川市 市 。 広幅神社 広幡神社 。

64 灰野のナシ 豊川市 市 。 個人 由人 。

65 灰野のヤブニッケイ 豊川市 市 。 イ関人 個人 。

6R 松沢寺のヤマザク7 豊川市 市 。 松沢寺 松i尺寺 。 。

67 調；掌神社のクスノキ 豊川市 市 。 櫛津神社 御津神社 。

68 大日在日来堂の7ベマキ 量川市 市 。
相津町広右越 御津町広右越
1111~ 也 1 1 1姐他

69 財賀寺のヒメハルゼミと生息地 豊川市 市 。

70 冊；章山のヒメハルゼミの棲息地 豊川市 市 。 。

71 盤根神社の杜叢 豊川市 市 。 事韓神社 聾韓神社 。

72 財賀寺のツガ 豊川市 市 。 財賀寺 財賀寺

73 長尊繁童鳴神社のクスノキ 豊川市 市 。 索壷鴨神社 繁華鴨神社

74 西方寺のクロマツ 碧南市 市 。 酉方寺 酉方寺 。 。 。

75 置減神社のケヤキ 碧南市 市 。 霞浦神社 宮浦神社 。 0 
76 広務園のフジ 碧南市 市 。 個人 個人 。 。 。

77 85 小堤西池のカキツパタ群落 刈谷市 国 。 判昔市 ~II昔前 。 。 。 。

※データは平成21 年度末時点のもの
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単木

並木 自措
温地 自生地 その他 生息地 その他

保護
その他

・社鍛 群落 団体

78 クスノキ（尊光寺） メj谷市 子有 。 3写光寺 事光寺 。 。 。

79 ンイ（粂蓮寺） 別谷市 市 。 乗蓮寺 乗蓮寺 。 。

80 揖段山白球状花街岩 豊田市 園 。 豊国市 豊田市 。

81 八柱神社の篠 豊田市 県 。 八柱神社 八柱神社 。

82 琴平町シデコブン自生地 豊田市 県 。 冊人 個人

83 巴川町匝穴 豊田市 市 。 霊知県 霊知県 。

84 J\l主神社の検 豊田市 市 。 八位神社 八桧神位 。

85 挙母神社の繍 豊田市 市 。 挙母神社 挙母神社 。

86 若宮神社の檎 豊田市 市 。 若宮八幡社 若宮八幡u 。

87 シフヒゲソウ自生地 豊田市 市 。 個人 個人 。

88 ウシモッコ 豊田甫 市 。

89 カワパタモロヨ 豊田市 市 。

90 杉本の貞観スギ 豊田市 国 。 豊田市 豊国甫 。 。

91 
八幡のサクフイソウ ツク

豊田市 県 。 八幡神社 八幡神社 。 。
パネ自生地

92 時殺のイチョウ 豊田市 県 。 神明神社 神明御社 。

93 伊融神社の社集 豊田市 県 。 伊惜神社 伊熊神社 。

94 しだれざくら 畳随所 市 。 個人 個人

95 かや 量回市 市 。 個人 個人

96 かや 豊田市 市 。 ｛掴人 由人

97 百日証 豊田市 ？行 。 閑躍調町 閉躍瀬町 。

98 かごの木 豊田市 市 。 津島神位 津島神社 。

99 七色木 豊田市 市 。 津島神社 津島得社 。

100 すぎ 豊田市 市 。 話眼寺 蕗眼寺 。

101 けやき 豊田市 市 。 個人 個人 。

102 ひのき 豊田市 市 。 個人 個人 。

103 すぎ 重量田市 市 。 津島神社 津島神社 。

104 たらよう 豊田市 市 。 個人 個人 。

105 いちょう 豊田市 市 。 常福寺 常福寺 。

106 いちょう 豊図市 市 。 静義神社 妙義神社 。

107 つが 豊田市 市 。 妙義神社 妙義神社 。

108 むく 豊田市 市 。 個人 個人 。

109 すぎ 豊田市 市 。 小馬寺 小肩寺 。

110 すぎ 豊田市 市 。 小馬寺 小馬寺 。

111 ぷな 豊田市 市 。 小馬寺 小馬寺 。

112 ぷな 豊田市 市 。 小馬寺 小馬寺 。

113 いちょう 豊田市 市 。 津島神社 津島神社 。

114 玄武岩 豊因子百 県 。 豊田市 豊田市 。

115 瑞薗寺のンダレザクフ 豊田市 県 。 瑞龍寺 難龍寺 。 。

116 大野瀬の子持カンフ 墾田市 県 。 大野瀬財産区 大野瀬財産匡 。

117 押山のイヌ Yゲ 豊田市 市 。 幅人 個人 。

118 小田木の工ノキ 豊田市 市 。 個人 個人 。

119 小田木のカヤノキ 豊田市 市 。 咽人 個人 。

120 横川のエノキ 豊田市 市 。 冊人 個人 。

121 東尾のヒイフギ 豊田市 市 。 個人 個人 。

122 
八幡神社のスギヒノキ合

豊田市 市 。 稲矯八幡神社 稲槽八幡神社 。

体木

123 野入神社のスギ 豊也市 市 。 野入神明神社 野入神明神社 。

124 大野瀬神社のイチョウ 豊図市 市 。 大野瀬神社 大野瀬神村 。

125 43 大安寺町シダレザクフ 豊田市 市 。 大宮寺 大宝寺 。 。

126 ＊連野のシャクナゲ 豊田市 市 。 個人 個人 。

127 白山神社のスギ 豊田市 市 。 白山神祉 白山神社 。 。

128 白山神社のスギ 豊図市 市 。 白山神社 白山神社 。

129 吉平田ヒイフギ 豊田市 市 。 個人 個人 。

130 島往寺のクロガネモチ 盛田市 市 。 島往寺 畢往寺 。

131 等願寺のイチョウ 豊田市 市 。 等願寺 等園寺

132 白山神社のタブノキ 豊田市 市 。 白山神社 白山神社 。

133 花沢のケヤキ 豊田市 市 。 個人 個人 。

134 大林のケヤキ 豊田市 市 。 洞泉寺 洞泉寺 。

135 現有のカヤ 豊田市 市 。 個人 個人 。

136 小松野のカヤ 豊田市 市 。 個人 個人 。

137 平瀬のヒノキ 豊田市 市 。 八幡神社 八幡神社 。

138 大林のヤマザクフ 畳間市 市 。 個人 個人 。

139 羽布のブナ 豊田市 市 。 個人 個人 。

140 小原村前洞ホフのシキザクラ 豊田市 県 。 個人 佃人 。 。

141 田代の二窓スギ 盛田市 市 。 八幡神社 八幡神社 。

142 ;r:田のシフ力シ 重量田市 市 。 八幡神社 八帽神社 。

143 大洞のスギ 豊田市 市 。 白山神社 白山神社 。

144 賀毘原神社のスギ 豊田市 市 。 賀理原神社 賀茂原神社 。

145 大平のサカキ 隻田市 市 。 白山神社 白山神祉 。

146 大平のヒノキ 豊田市 市 。 白山神社 白山神社 。

147 峰森神社のコウヤマキ 隻田市 市 。 餓森神社 健森神社

148 大澗のツガ 豊田市 市 。 白山神社 白山神社 。

149 宮代のハチヤガキ 豊田市 市 。 個人 個人 。

150 草平のカゴノキ 豊田市 市 。 盤期神社 鐘問神社 。

151 上仁木飯酷神社のアフカシ 豊田市 市 。 開肪神社 諏訪神社 。

152 大草目通しのヒノキ 豊田市 市 。 熊野神社 楕野神社 。

153 I tイケイソウ 豊囲下行 市 。 小原北町 小原北町

154 団代のナナイロノキ 豊国市 F行 。 個人 個人 。

155 被垂れザクフ 費国市 市 。 個人 個人 。

156 ボダイジュ 豊田市 F行 。 数量寺 教聖寺 。

157 イチョウノキ 豊田市 F付 。 教醒寺 教聖寺 。

158 ベニ工ドヒカン 豊国市 子行 。 個人 倒人 。

159 親子スギ 費国市 ？行 。 盤聞神社 盤日夜得社 。

160 カスミザクラ 豊関市 甫 。 豊田市 豊田市 。

161 宮代のイチイ 豊田市 市 。 個人 個人 。

162 宮itのクスノキ 豊回市 子行 。 幅人 個人 。

163 118 足助のヒメハルゼミ 量豊田市 県 。 。

164 楽園寺のカヤ 豊田市 市 。 楽圃寺 楽園寺 。

165 有洞のサワフ 豊田市 市 。 薬師堂 軍師堂 。

166 平勝寺のスギ 盤館市 市 。 平勝寺 平勝寺 。

167 大目堂のスギ 豊田市 市 。 大目堂 大日堂 。

168 玉置国の一本スギ 豊由市 市 。 八幡神社 八幡神社 。

※デーヲは平成2 1 年度末時点のもの
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単木

並木 自然
理地 自主地 その他 主息地 その他

イ呆暗
そのj~

ネ土叢 群落 団体

169 53 四ツ松のアカメ ヤナギ 豊田甫 市 。 四ツ松町 四γ絵町 。 。

170 回振のアベマキ 豊田市 市 。 神明社 神明社 。

171 足助八幡宮のイチョウ 豊田市 市 。 足助八幡宮 足助八幡宮 。

172 足助八幡宮町スギ 豊田市 市 。 足助八幡宮 E助八幡宮 。

173 岩毛去のツガ 豊副市 布 。 宮勝院 安膳院 。

174 山中若宮神社のカン°＇＇写生 豊国市 市 。 若宮神社 若宮神社

175 専麗寺のツバキの生け垣 豊田甫 市 。 事蔵寺 奪甑寺 。

176 尊休寺のイブキ 豊田甫 市 。 3写休寺 尊休寺

177 酉市野々の7カガン 盟国市 市 。 八割抑社 八割神社 。

178 ＝箇のカヤ 盤田市 m 。 個人 冊人 。

179 ニ箇のシフカシ 盟国市 市 。 個人 個人 。

180 折平のコウヨウサン 豊田市 市 。 向閣寺 向崎寺 。

181 1t一色のヒガノザクラ 豊島図市 市 。 金剛寺 金剛寺 。 。 。

182 御作のスギ 豊国市 布 。 八位神社 八位神社 。

183 術作のケヤキ 豊田市 市 。 八位神社 1\1主神社 。

184 調作のサザンカ 豊田市 市 。 個人 個人 。

185 下川口町いちょう 豊田市 市 。 天神社 王神社 。

186 本置寺町イブキ 安崎市 県 。 本誼寺 本語寺 。 。

187 復前のクロガネモチ 安機市 県 。 個人 個人 。 。

188 38 永安寺の量竜の松 宮城市 県 。 永宜寺 永安寺 。 。 。

189 堀内の大イチョウ 安城市 市 。 個人 個人 。 。

190 66 東海道のマツ並木 宮械市 市 。 安機市 安時市 。 。

191 62 桜井神社町クロマツ 宮城市 市 。 桜井神社 桜井神社 。 。

192 西蓮寺町イチョ ウ 安械市 市 。 西蓮寺 商蓮寺 。 。

193 水月号寺町ンイ 宮城市 市 。 水月寺 水月寺 。 。

194 村高の大クス 宮城市 市 。 村晶天神宇土 村品天神社 。 。

195 奪超寺のケヤキ 安械市 市 。 尊超寺 奪還寺 。 。

196 惜閉寺のンイ 安城市 市 。 f！照寺 f~照寺 。 。

197 明法寺のイブキ 安城市 市 。 明法寺 明法寺 。 。

198 神明社の大シイ 酉尾市 固 。 神明ネ土 神明社 。 。

199 116 
西尾のヒメタイコウチ生息

西尾市 県 。 個人（10 名）
西尾市教官書

。 。
j~ 員会

200 西尾のミカワギゼ，，生息地 西尾市 県 。 個人 個人 。

201 米連のセンダン 西尾市 市 。 西尾市
酉尾市教育書

。
員会

202 下永良のパクチノキ 西尾市 市 。 個人 個人 。

203 慶昌寺のイブキ 西尾市 市 。 慶昌寺 慶昌寺 。

204 龍縦寺町カイヅカイブキ 西尾市 市 。 情緒寺 穂積寺 。

205 圏森のマメナシ 西尾市 市 。 個人 由人 。

206 専念寺のクスノキ 西尾術 市 。 専念寺 専念寺 。

207 聖亜寺のイブキ 西尾市 甫 。 置亜寺 聖運寺 。

208 
ニ河地置による葡宮神社の

西尾前 市 。 櫨宮神社 繭宮神社 。
断層

2口9
西尾のカワパタモロコと ウ

西尾市 市 。 西尾市
酉尾市教育委 。

シモツゴ 員会

210 64 実相寺町ニ河クロマツ欝落 西尾市 市 。 実相寺 実相寺

211 32 ＇脅自の大クス 蒲郡市 国 。 蒲都市 蒲都市 。 。 。 。 。

212 八百禽神社社複 蒲郡市 国 。 。 宗教法人 宗教法人 。 。

213 大島ナメクンウオの生怠地 蒲都市 国 。 蒲郡市 蒲郡市

214 ナギの大木 蒲郡市 市 。 法人 法人

215 無量号警の大クス 蒲郡市 市 。 宗教法人 宗教法人 。

216 御堂山のボダイジュ 蒲郡市 市 。 地韓国体 地縁団体 。

217 124 ＝河地躍による地割れ 蒲郡市 市 。 宗教法人 蒲郡？行 。 。

218 貧柳野つげ自生地 新機市 国 。 酎産区 財産区 。

219 甘泉寺のコウヤマキ 新機市 固 。 甘泉寺 甘泉寺 。 。 新塙市

220 乳岩亙ぴ乳岩峡 新械市 国 。 個人等 個人等 。 。

221 馬背岩 新城市 固 。 国土空通昔 県 。 。

222 調山のイヌツゲ 新城市 県 。 個人 個人 。

223 ムカデフン自生地 新城市 県 。 個人 個人

224 ねずの樹 新城市 県 。 個人 個人 。 。 。

225 81 長の山遍原 新機市 県 。 新城市 新城市 。

226 中字利丸山の蛇紋岩植生 新機市 県 。 財産区 財産E 。 。

227 古宮の大ヒノキ 新械市 市 。 清岳の白鳥神社 清盛の白鳥神社 。

228 白鳥神社の大スギ 新械市 市 。 白鳥御社輯社 白鳥得社総社 。

229 子産遭のヒイフギ 新械市 市 。 個人 個人 。

230 大クス 新械市 市 。 日吉神社 日吉神社 。

231 契恭l石 新械市 市 。 財産区 財産区

232 賛柳野かや白木 新械市 市 。 個人 個人 。

233 若宮杜の杉 新械市 市 。 若宮神社 若宮神社 。

234 島回のかやの木 新城市 市 。 個人 個人 。

235 ムクの木 新城市 市 。 続埴布 新城市 。

236 池喝のけやき 新械市 市 。 池立神社 池之神社 。

237 アベマキ 新城市 市 。 貴船神社 置舶神社 。

238 ヒメハルゼミ 新線下村 市 。 石座神社他 石直神社他

239 Pi章自のリュウキュウマメガキ 新機市 市 。 個人 個人 。

240 コウヤマキ自生地 新城下行 市 。 個人 個人 。

241 赤羽H恨のイヌナシ 新械市 市 。 自在寺 自在寺 。

242 善夫のヒイ 7ギ 新城市 市 。 個人 個人 。

243 中河内のフデガキ 新城市 市 。 個人 恒人 。 。 。

244 善福寺のボダイジュ 新嶋市 市 。 善福寺 善福寺 。

245 障子岩岩脈 新城市 市 。 国有林 国有林 。

246 スギ 新城市 市 。 八幡神祇 八幡神社 。

247 団代地の神の態林 新機市 市 。 個人 イ固人 。

248 クロツパメ シジミ自生地 新機甫 市 。 新械市他 新城市他 。

249 有海ミカワパイケイゾウ自生地 新滅市 市 。 個人 恒人 。

250 130 中央構造揖長寵露頭 新機市 市 。 個人 新機下有 。 。

251 ，脅岳向山週原 新機市
来指 。 新城市等 新城市 。 。

宜

252 噛ヶ谷温療 新機市
来指

。 新機市 新城市 。 。

定

253 万福寺のイブキ 知立市 県 。 万福寺 万福寺 。

254 総得寺跡大イチョウ 知立甫 市 。 個人 個人 。

255 大ソテツ 知立市 市 8樹；，り 万福寺 万福寺 。

※デ ヲは平成21年度末時点のもの
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織物 動物
地面 看板 支柱 樹木匡 回哩 環境

そのイ也
鉱物 世置 設置 等罷断 作業 整惜

単木
並木 自然

湿地 自主地 その他 生息地 そのイ也
保謹

そのイ位
ネ土議 群落 団体

256 イ タヒカヅラ 知立市 市 。 個人 侶人

257 知立マツ並木 知立市 市 。 市 市 。

258 ト ネリコ 知立市 市 。 知立神社 知立神社 。

259 宮山原拍林 国原市 国 。 図原市ほか 困原市

260 104 粧のシデコブン 国原市 国 。 個人 田原市

261 ハマポウの野生地 回原市 県 。 掴切自治会 田原市 。 。

262 伊川津のシデコブン 田原市 県 0 馬伏自治会 田原市 。 。

26" 77 黛〉可遍地植物群落 因原市 県 。 困原市 田原市 。 。

264 79 臨七原湿地権哨群落 田原市 市 。 個人ほか 田原市 。 。 。 。

26c 大久保神社のやまももの木 回原市 市 。 大久保神社 大久保神社 。

266 大久保神社の維の木 回原市 市 。 大久保神社 大久保神社 。 。 。

267 46 野田小学校のホル トの木 田原市 市 。 野田進雄社 図原市 。 。 。

268 当行寺の棋の木 田原市 T行 。 当行寺 当行寺 。

269 ハマセンダン 田原市 市 。 田原市 困原市 。 。 。 。

270 ンイの木 田車市 市 。 泉福寺 泉福寺

271 光岩 田原市 市 。 赤羽根西区 赤羽根西区

272 西林寺町大雄 吉良町 町 。 西林寺 菌林寺 。

273 吉良の五本松 吉良町 町 。 円融寺 円融寺 。 。

274 観音寺の江戸櫨棒 吉良町 町 。 観音寺 観音寺 。 。

275 円融寺の大柵 吉良町 町 。 円融寺 円融寺 。

276 55 教蓮寺のイヌマキ 吉良町 町 。 教蓮寺 教蓮寺 。 。 。 。

277 羽荊l神社の双章季大検 吉良町 町 。 羽ヰドJ神社 調不IJ神社 。

278 旧精谷邸σ作白木 吉良町 町 。 吉良町 吉良町 。

279 動善寺のマキ 帽亘町 町 。 培宅奪寺 妙善寺 。 。

280 沖嶋社のタブノキ 幡豆町 町 。 団体 団体 。

281 
ニケ根観音の源平 （紅白）

幡豆町 町 。 三ヶ根観音 三ヶ根観音 。

咲き分けのツバキ

282 126 ニ河地震による地麓断層 さ奪回町 爆 。 幸田町 幸田町 。 。

283 56 福田寺のイヌ クス 設楽町 県 。 福図寺 福田寺 。 。 。 。

284 金龍寺の大書桜 設楽町 県 。 金龍寺 金龍寺 。 。 。 。 。 。

285 八幡宮のスギ 設楽町 県 。 八幡宮 八幡宮 。 。 。 。

286 車川ソヤクナゲ自生地 設楽町 県 。 設楽町 設楽町 。 。

287 八幡神社の大杉 設楽町 関I 。 八幡神社 八幡神社 。 。 。 。

288 東堂神社のトチノキ 詰楽町 町 。 東堂神社 東堂神社 。 。 。 。

289 落羽松もどき 設楽町 町 。 設楽町 設楽町 。 。 。 。

290 景況のヌマスギ 設楽町 町 。 個人 f白人 。 。 。

291 松戸山の神社叢 首楽町 町 。 団体 団体 。 。

292 亙自家のカヤ 設楽町 町 。 個人 個人 。 。 。

293 八橋のウパヒガン 詰楽関T 町 。 団体 団体 。 。 。 。 。 。

294 原国家のカヤ 設楽町 町 。 個人 ｛個人 。 。 。

295 伊藤家のモミ 設楽町 町 。 個人 個人 。 。 。

296 伊務家のカン 設楽町 町 。 個人 個人 。 。 。

297 伊藤章のヒイフギ 設楽町 町 。 個人 イ圃人 。 。 。

298 紫石峠の化石 設楽町 町 。 団体 団体 。 。

299 長江神社の社議 設楽町 町 。 長江神社 長江神社 。 。

300 遠山車のヒノキ 設楽町 町 。 個人 イ国人 。 。 。

301 亀右 吉町粂町 町 。 個人 個人 。 。

3コ2 田代のヒ メ シャフ 設楽町 町 。 団体 団体 。 。 。

3C3 塩津のマルハノキ 設楽町 国T 。 個人 個人 。 。 。

3口4 今泉家のヒイラギ 設楽町 民J 。 個人 個人 。 。 。

3C5 林軍のカヤ 設楽町 困T 。 個人 個人 。 。 。

306 加護軍のキノモクセイ 設楽町 町 。 個人 情人 。 。 。

307 豊邦のアカガン 設楽町 町 。 団体 団体 。 。 。

3口8 行入居のンガ 設楽町 町 。 団体 団体 。 。 。

3C9 向山のウパヒガン 世主町 町 。 個人 個人 。 。 。

310 中町義のユモトマユミ 設楽町 町 。 個人 個人 。 。 。

311 鞍舶の トチ ノ キ 設楽町 町 。 置楽町 設楽町 。 。 。

312 大畑のヒイフギ 設粂町 町 。 個人 幅人 。 。 。

313 空古屋のンキミ 設楽町 町 。 個人 個人 。 。 。

314 空古屋のタムシパ自生地 設楽町 町 。 イ回人 f由人 。 。

315 柿之沢字遣のカキ 設来初T 町 。 ｛国人 個人 。 。 。

316 三七岩地植物群落 設楽町 町 。 俄人 咽人 。 。

317 井の下のサイ カチ 誼楽町 困T 。 恒人 個人 。 。 。

318 上蒜古屋のンクハネガシ 設楽町 罰T 。 ｛囲人 個人 。 。 。

319 モり アオガエル生息地 設楽町 国T 。 個人 個人 。 。

320 よ下留のサザンカ 設楽町 間 。 個人 個人 。 。 。

321 白鳥神社のヒノキ l！主楽関T 関T 。 団体 団体 。 。 。

322 賓の子のカキ 設楽町 町 。 個人 帽人 。 。 。

323 樫の入のモ トゲイタヤカエデ 設楽町 町 。 ｛圃人 個人 。 。 。

324 大矢筈植物群落 設楽町 町 。 設楽町 設楽町 。 。

325 箱jjljのネズコ 設楽町 回I 。 誼楽園T 設楽町 。 。 。

326 面の木織物群落 設楽町 町 。 霊知県 霊知県 。 。 。

327 彊性立男神社の躍杉 東栄町 県 。 調佐立男神社 調佐立男神社 。

328 龍洞院の枝垂桜 東栄町 県 。 龍洞院 龍刷版 。 。

329 下車代のいちい 東栄町 県 。 個人 個人 。 。

330 131 煮え湖亙び預り測のポγ トホー＂ 東栄町 県 。 国（河川） 国（河川II 。

331 中在家の しゃ く なげ 東栄町 町 。 個人 個人 。

332 児童館の綬垂桜 東栄町 町 。 。

333 城山の大黒杉 東栄町 町 。 。

334 しゃ く なげ群生地 東栄町 町 。 。

3'5 柴石 東栄町 町 。

336 名倉のスギ 東栄町 町 。 。

337 諸久保のカヤ 東栄町 町 。 。

338 仏地のンキミ 東栄町 町 。 。

3"9 鴨山のイヌブナ 東栄町 町 。 。

340 鴨山のオオウラジ口 東栄町 町 。 。

341 古戸小の工ノキ 東栄町 町 。 。

342 上票のヒイフギ 東栄町 民T 。 。

343 加久保の生痕化石 東栄町 町 。 。

344 101 川字軍ハナノキ自生地 壷根村 国 。 川字連神社 豊根村 。 。 。

345 豊根のオオトチ 豊根村 キサ 。 団体 団体 。

346 119 ネコギギ 県下 国
。

。
種指定

※テ－＇.＞は平成21 年度末時点のもの
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